















一九五六年十一月、ソビエト軍がブダペストを侵攻した日、十九歳だったかれは双子の弟ととも ハンガリーからイタリアへと逃れ そこで演劇 映画そして詩に小説と領域をひろげながらイタリア語で表現をつづけている。兄弟が育ったのは 世紀初頭ブダペストに誕生したゲットー「第八街区」とよば る界隈で、オーストリア・ハンガリー帝国崩壊によって抜け殻となった首都にあって唯一奇妙なにぎわいをみせてい という。暮らしに活気をもたら のがホロコ スト 生き延びた人びと あったこと、そしてその暮らしがある朝、五千台の戦車によって呆気なく絶たれ、またしても離散の憂き目をみたことは、作家が亡命から三十年を経てはじめた書いた小説にも語られて た。　
それは生者の側に立つその身が死者の側からこぼれ落ち、とり残された存在として〈い




イツ語で愛読した十五歳の少年は 後年イタリア語作家となってから、詩人が母方 つながる一族であると知る。そして三代遡れば、カール・マルクスも同じく母方 連なるプレスブルゲル一族であり フッサールも、メンデルスゾーンも、 「燃え尽きた大地に撒かれた種がどこまでも拡が 育っていく」ように、中欧にとどまらず五大陸すべてに刻まれたディア ポラの痕跡に目を凝らす。　「すべての時代は繰り返す。そして早晩人びとはみな再び各おの孤独の内に閉じ籠もる。歴史原始の原始 そう あったように」
─
ジャンバッティスタ・ヴィーコの循環史観に
作家が託した死者たちの声に耳を傾ける営みに、さて たし ちはどう向き合えばよいだろうか。
